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1.1 トルコ語のなぞなぞ

21世紀におけるトルコ語iのアクセント研究およびイントネーション研

究は、前世紀と比べて飛躍的な発展を遂げてきた。しかし、まだ断片的な

研究が多く、全体像を捉える包括的な研究の域には達していない。こうい

った現状の中では、理論言語学に基づく検証よりも、記述言語学に基づく

データの積み上げがまだまだ必要であると感じる。

そこで、本研究ではなぞなぞをとりあげ、その音声学的特徴を記述する

ことにした。なぞなぞをとりあげる理由として、城生(2001:12-13)では、

fなぞなぞj は非常に短い言語形式をとっておりながら、それ自身

すでに「ディスコースj としての立派なまとまりを持っている。こ

こから、文以上のレベノレに関する音声矯報処理を考える際に、非常

に示唆に富む具体的な材料を供与しうる。

本稿は城生(1998，2001)に掲載されたトルコ語のなぞなぞに対して再分析したものである。

トルコ語のなぞなぞの誠査については、 1998年に筆者と域生先生とで、行なった共同調査であ

ったため、互いに閉じデータを共有している。本稿は科学研究費助成事業、学術研究助成基

金助成金基盤研究c(課題番号 23520472)rトルコ諸語におけるプロソディ一分析J(平成 23-25

年度、研究代表者:福盛貴弘)による研究成果である。

す大東文化大学外国語学部

本稿で扱うトノレコ語はイスタンブノレ方言を基とした現代トルコ語である。トノレコ語の文字

と音声の対応を略記すると以下の通りである。 a，b， c[d3]， c[tJ)， d， e， f， g，副長音化，無音]， h， l[吋，

i，j[3]， k， 1， m， n， 0， o[o]， p， r， S， ~[SJ， t， u， u[y]， v， y[j]， z 
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と記されている。なぞなぞは文献によって伝承されることもあるが、基本

的には口承文芸の一分野と捉えることができる。また、なぞなぞは定型韻

文のようなノミタンをとることがある。こういった性質があるなぞなぞから、

どのような音声学的特徴が析出されるかを調査することが本研究の目的と

なる。

1.2 韻律節

韻律節は域生(1998，2001)で提唱された用語である。城生(2001:459)で、は、

橋本進吉によって提唱された f文節j の概念を、その音響事象に

注目することによって再評価し、単に pitchやポーズの側面以外にも

種々の韻律的特徴を統合した上で、音声情報を手がかりとして言語

学的単位を画定する(中略)r韻律節j という、より幅広い音声情報

に立脚した言語学的単位の措定を試みた。

と説明されている。韻律節は、文節を出発点とした「プロソディックな観

点からひとまとまりをなすものに対して付与された枠組みj であり、その

範囲がアクセント単位にとどまらず、句音調から節のイントネーションに

まで分散されることが予測されている。

この枠組みに近い概念に、栴越(2008)における韻律フレームがあげられ

る。韻律フレームは、俳句や短歌などの定型韻文における持続時間長の等

時性を出発点としている。定型韻文は定型の拍数が優先されるので、それ

ぞれの句が文法的な境界とは異なる場合がある。栴越(2008)では、文法に

よって決定される句を文法句、文法に関係なく五七五に匿切られたそれぞ

れを韻律匂と呼んでいる。韻律フレームは五拍と七拍としづ拍数の違いに

関わらずポーズを含めた等時性に適用させる枠組みである。例えば、

/あいうえお000/し、ろはにほへと0/かきくけこ000/

(0はポーズ)
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のような構造である場合、/から/まで、すなわち韻律句および後続のポ

ーズを含んだ枠組みが韻律フレームである。

本研究では、持続時間の等特性については別稿に譲り、域生(1998，2001) 

における韻律節の境界雷定に関与する、イントネーションおよびポーズか

らの特徴を再考する。域生(1998，2001)では「単に pitchやポーズの側面j

とされているが、データを観察しているうちに、イントネーションにある

程度一定したパタンがあるといった仮説を立てることができた。そこで、

トルコ誇のアクセントおよびイントネーションがピッチにどのように反挟

しているかの基本を確認した上で、なぞなぞ分析にのぞむことになる。

1.3 トルコ諾のアクセント・イントネーション

トルコ語のアクセントについては福感(2010)で(1)(2)のように、イントネ

ーションについては福盛(2011)で(3)のように記されている。

<アクセント>

(1)アクセント単位内の音節境界に下がり自がない型が基本アクセン

ト、下がり自がある型が例外アクセントである。

(2)基本アクセントにおいて最終音節が高くなる現象は音繍指定2によ

るもので、アクセント指定による下がり自の影響で直前の音節が高く

なる現象とは区別される。

くイントネーション>

(3)名詩句の終わりで上昇識となり、平叙文の文末は、品詞および常定

か否定かを関わず基本的に下降誠になる。

こういった基本的特徴をふまえ、韻律節の境界を画定する基準を後述の 2.3

節に記す。

2この音調指定はアクセントではなく、イントネーションによるものだと推澱しているが、

音韻論的句に対するイントネーション(匂音調)か、統語論的匂あるいは節、すなわちリズ

ムグ‘ループに対するイントネーションであるか、今のところ特定できていないので、アクセ

ントともイントネーションとも断定せず音調としている。
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2 方法

2.1 被調査者

本務査における被調査者の情報(調査時)は以下の通りである。

氏名

年齢

性別

言語形成地

氏vd 
O
 

F
3
 e

 

k
 

u
O
 

B

a

 

m
代

性

附

以

却

女

b
m

2.2 誠査方法

調査は 1998年 5月に行なった。なぞなぞが記された文献3から選んでも

らうのではなく、被誠査者の内省によってなぞなぞを書き出してもらい、

その後そこで書かれたテキストを昔読してもらった。録音場所・器材は以

下の通りである。

録音場所:筑波大学人文社会学系棟 B613音声実験室

録音器材 :SONY社製 DATTCD-D7

AKG社製 D1l2ダイナミックマイクロフォン

2.3 分析方法

韻律節を画定するために主に音調とポーズを基準として用いた。

音訴については、文中の名詞匂末における上昇調、文末の動詞匂末にお

ける自然下降調がトルコ語の基本イントネーションパタンとなる。本研究

での分析に適用すると、韻律節末尾において次の韻律節が後続する場合に

は上昇調に、その謡、律節で終わる場合には自然下降調になる。ただし、上

昇調についてはさらに二分する必要がある。文中ではアクセントによる高

音調と類似している上昇読と、文末に相当すると解釈できる位置での積極

3 Basgoz and Tietze (1973)、柴田位(1984)など。
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的な上昇調がある。ここでは、便宜的に前者を句末上昇調、後者を文末上

昇調と呼ぶことにする

韻律節は、大韻律節、中韻律節、小韻律節の 3つに分けた。なぞなぞ全

体を大韻律宝石とすることを基本とするが、末尾に文末上昇調あるいは自然

下降調の後に長めのポーズ5を伴う場合には複数の大韻律節を画定した。中

韻律節は、末尾に文末上昇謂がある場合に大韻律節内で画定した。ノト韻律

節は、末尾に句末上昇調があって韻簿的に構造的区切れを感じる場合に中

韻律節あるいは大韻律節内で画定した。

3 結果

結果の提示は以下のように行なう。

まず、番号、なぞなぞと答えをトルコ語で示している。番号は調査の際

に被調査者が付けた番号であり、域生(2001)と共通している。その次に、

トルコ語に対する語義と接辞6のグロスおよび翻訳を示している。

次いで、基本j萄波数曲線を示し、その下になぞなぞ本文を示している。

ここでの本文には、韻律節の解釈も含めて表記している。韻律節は、大中

小の 3段階に区別して、 (4)のように示している。

4 上昇調については、結果で基本周波数曲線を示しているが、主観的聴覚印象による記述も

併用している。基本周波数曲線だけで、アクセントによる高音調と句末上昇調、句末上昇識

と文末上昇調の区別することについては、現時点では確立していないので今後の課題とする。

5ポーズについては、大韻律節末尾にはポーズがある。中韻律節末尾にポーズがある場合が

あるが、相対的に大韻律節末尾の方が持続時間張は長い。中韻律節末尾のポーズは任意で必

須ではない。相対的にどの程度の長さで区別するかについては、現時点では確立していない

ので今後の課題とする。

6 一部の接辞は以下のように略記した。対:対格、属:属格、与:与格、位:位格、奪:奪

格、 1:1人称、 2:2人称、単・単数、複:複数、所:所有、指小:指小辞、名:名詞化、有

r<語幹>があるj としづ意味になる形容詞化、否現:否定現在
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(4)韻律節

記号 末尾の特徴

大 { } 文末上昇調あるいは自然下降調十ポーズ(大)

中 // 文末上昇読

ノト / 句末上昇誠による構造的区切れ

議律フレームを付記した本文の下に、ピッチが高くなっているところ伺)

と上昇しているところ(R)を記号で示した。 Hはアクセントによる高音調お

よび句末上昇誠に対して、 Rは文末上昇誠に対して付与している。
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2. }(ucuc註kflClClk， 

ici dolu tur~ucuk. 

limon 

}(uc 註-c 註k f台}早伊I剛 C口lk，

小さしてド<k凶註守州叫c)

とつても小さしV刈j卜¥さい樽の

ic-i dolu 加r~u-cuk.

中ー限定 いっぱいの ピクルスー指小

中に言吉まった小さいピクノレス

limon レモン

人...&..ー:二A...~血 i-A-&血 2h-jJ 匙
r"~'~守."...........， I '111"可 r ~p-可曹宥 ‘ | 

400， 
H21 

I~+ .... “ 
260 I ヘ....，.州、

1801 

10自t

{K註φcuk 白

日 日

+‘，# 
枠

令
叫砂
+・

h特 +ρ、村V・
叫 特

Cl clk， / / ici 

R H 

dolu 

H 

令、
司。争

加r 手ucuk.}

H 



一般言語学論叢第 14号 (2011)

3. Bilmece bildirmece， 

dil註stundekaydlr-maca. 

dondurma 

Bil-mece bil-dir-mece， 

知る偽名 知るイ吏役"名

なぞなぞ

dil ust-u-nde kay-dlr-maca. 

舌 上位限定自位 すべる凶使役目名

舌の上ですべらせるもの7

dondurma アイスクリーム

200 400 .00 BOO 1000 1200 1400 1&島 ICOO 2000 12自由 2400 2600 魁包.c>

‘、、"も、併守、併号 、H."

{Bil me ce bil dir me ce，// dil 註s tunde kaydlr ma ca.} 

H R H H H 

9 

7 動詔語幹 kay-は fすべる、ずれるj としづ語義だが、辞書形は kaymakとなる。 kaymak

は同音異義語として名詞の「クリーム、手し皮Jとしづ語義がある。これを想像することで、

わずかな情報から答えが導き出せるのではないかと推測する。ちなみに、 kaymakhdondunna 

は「ミノレクで、作ったアイスクリームj である。
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3SU 700 1060 1400 1750 2100 2460 190量 1160 品 1160 4200 .650 4800 5250 硲$60)

6市併時晴砂時 h幽ιJL..~畠k 血~~..... .~-'...島
市曹司""r"F""-.. 官V司，-.，←r

ヘ叫、dヘ J 
』

、〆世長
、 令 、 マ守、 骨守、"“......幽 ι 

秒 、弘 、f 守市

町、 V 、、

{Uf:ぬacαlkme釘rmηmη1eαrt匂符1ω，1/ 凶c引仰in凶1叶deぬbe可yl加e釘 a勾叩3宇l.}伊Pi凶5計ir巾ir耐.'S日en a符~ 0\愉u切町1'.丸";;p戸i~引ir.me位ZS民悶eαnk如(lωu号~ o¥urぽl汀r.}} 

H H R H H R H HR  H H 
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10. Baldan tath， baltadan aglr. 

Elde印印lmaz，carslda satIlmaz. 

Mendile konulmaz， tadma doyulmaz. 

uyku 

Bal-dan tat-h， balta-dan aglr. 

蜜ー奪 |柴崎有斧-奪 重い

蜜より甘く斧より重い

El-de 知t-ul-maz， carsl-da 

手自位 つかむ"受身ー否現 市場イ立

手ではつかめず庖にはない

satωll-maz. 

売るー受身ー否現

Mendil-e kon-ul-maz， tad-l-na doy-ul-m位.

ノ¥ンカチー与量ける町受身m否現味-限定-与 満足する"受身"否現

ノ¥ンカチに置けず 味は飽きない

uyku H民り

400 80自 12自 1&00 2000 2400 2800 3200 3&00 4000 4400 4800 5200 5&00 &000 &400 (胎sec)

11 一一 ←一一

A1....，.........1ιιームJ一一← lT"'....守~T y-r......門町一一 i:仲吟W
2&0 L..... "'̂、 m

・叩‘~¥180 

〆 働;! 
僻

ぺ、 -1ャ、〆 t 〆"，，-"¥-..J:' \~骨、、¥F 、、九

100 

{Baldan tath，/lbaltadan aglr.} {Elde tutulmaz，//carslda satJ!maz.} {Mendile konulmaz，// tadma doyulmaz.} 

H R H H R H H R H 
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11 . B ir klZlm var. 

400， 
H21 

1.. ...... 叫
2GOI 

1001 

100 L-

Gelenδper giden ope工

Bir k1z-1m var. 

娘-1単所ある

私の娘が 1人いる

su bardagl 

Gel-en op-er gid“en op-er. 

来るー動名詞 キスする m 現在行く“重力名詞 キスする白現在

行き交う人がキスをする

su bardaき1 水飲みグラス

ZUO 400 600 000 10白 120自 1400 1&00 1600 1000 1100 1400 1000 也怠oc)

判.. 〆句や

付 .r句句崎、、特.-〆J 吋同，村伸叫同二九 対-'日叫 ι 

V 特対判。、，. 
的、.. 材、、句村守

{Bir klZlm var.} {Gelen o perl/ gi den o per.} 

H R H R H 

17 
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12. Istanbul' da sut pi~ti. 

Kokusu buraya d均的.

mektup 

Istanbul-'da sut pi~-ti. 

イスタンブノレイ立ミノレク煮えるー完了

イスタンブノレでミノレクを;昼め

Koku-su bura-ya du手目的.

におい時限定 ここー与 降る-完了

におし¥はここへやってきた

mektup 手紙

;日L ........_....凪比一一 4 ，.......，.-............-.. ..-' .....' -.，. '.........朝岡. • ~ CIqJ'" 

400， 
Hz 1 

1 ・.~~“刑、
i 守、仲村H

2&01... 内

‘ “  句〆"

1801 

100L 

制

令令 占、.. 
村旬 。P“ 旬 、ι

百

マ 4司、
持

特
令守

桝 令、.<'

{Is tanbul' da sut pi~ ti.// Kokusu buraya d註字 的.}

日 HH R 日



一般言語学論叢第凶号 (2011) 19 

13. Parぉ1mel ahr. 

Dumamm yel ahr. 

s1gara 

Para-Sl凶 m el al→r. 

金時限定-対手取る“現在

お金は人が持っていき

Duman-l-m yel al-lr. 

煙"限定-対風連れて行く"現在

煙は風が連れていく

slgara たばこ

200 40詰 GOO 300 1000 12喜 1400 ISOO 1600 2000 2200 2400 2&00 也 sec)

~
 

180 

100' 

{Para Sml el a 11r./ / Dumanml yel alIr. } 

H H R H H 
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14. Ufak ufak odalar， 

birbirini kovalar. 

tren 

Ufak ufak oda-lar 

小さい小さい 部屋ー複

小さい小さいお部屋がたくさん

birbiri-ni kovala語r.

お互いm対追う m現在

次々後を追っている

仕切列車

o 200 400 600 800 1000 1200 140日 1600 180020自 2200 2400 2600 箇sec)

;1w，一帯 W 可ー_...._....".，.
400， 
Hzl 

i 毛戸出 九

26自1m 、
t 、

1901 

100l 

{Ufak ufak 

日

f 叩%、4叩 判材相，..Hぷ+マ 同叫旬、同向特~'

oda lar，! / bir bi ri ni 

R H 

旬、‘、"6φ令ψ守
φ令.

.... 俳句付命+

kovalar.} 



一段言語学論叢第 14号 (2011) 21 

15. Mavi tarla註sぬnde

beyaz guvercin戸出ir.

yelkenli 

Mavi tarla ust-u-nde 

青い 熔 上ー限定イ立

青い畑のその上で

beyaz guvercin 戸ir-Uf.

自い 鳩 歩くー現在

自い鳩さん歩いてる

yelkenli ヨット

~OO ~OO ~OO ~O 日 ¥000 ¥200 ¥400 ¥&00 ¥900 ~O鈎 1200 {400 2000 硲奮闘)

「
‘、、持争怜+“句9・毎&句、e、

.“付“' ん仏~.-.~. 
‘噂村守.... 村 持_. 旬、材、申"“‘付句 併“旬、句哨ι

ψ句e‘a司、私
君"骨

{Ma vi 

H 

tar la註S

H 

ぬndel

日

Hm 
HWd n

 
v
 

nmr 
m叫

H

V
J
 

唱。
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F
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-
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U
M
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fo 

噌

a
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A

d註nya

Ic-i ate$ dl苧 ta号ラ

中“限定熱外-限定石

中身は熱いが外は石

biri kuru biri y符・

一方乾し 1た 一方湿った

乾いたところ 湿ったところ

dunya 地球

ム血叫ん I~~."""" 一一必畑llu._ ~_ . r fJT' ~ ."........噂r"'" ."  ，.........帯雨司1"'-

{回ec)

州特
句"“特

4・可. . ' 
φ村."

合併+崎+村.-
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山ム+叫 ん
T.+ ... も..... 、.ト 4少+‘も守4・

+令、~... 司争叫φ

{I ci a te$/ d1 $1 給与，// biri kuruJ biri ya号.} 

H H R H 
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17. Gokte gordurn bir kopru. 

rengi var yediぬrl註.

gむlsLl号agl

Gol←te gδr-d註-ill bir kopru. 

空-位見る m完了-1単 l 橋

空に見える lつの架け矯

rengイ var yedi ぬrlu.

急(<renk)‘限定ある 7 いろいろ

色は 7企

gむ対ω特急 車I

2品 400 &00 800 1000 1200 140自 1&00 1800 :000 2200 1400 2GOO 同感od

輔、
........ 制

+ポ_.“七

句、私、
-“4ι .. 句。'

ψJ“ .... 時特“〆φ、¢匂句同"的守i

町村~- “ 
村、、"・
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白
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ru./ / ren gi var/ ye di ぬr lu.} 
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18. Agac ustunde kilit1i sandlk. 

ceVIZ 

Aきa勾c註S坑t-註ι-nde kil耐i社t-1i sa釦ndl水k.

木 上m 限定

木の上にある錠前がついた長持

ceviz くるみ

150 300 450 GOO 750 900 1050 1200 1350 1500 1&50 1300 (悩SeC)

{Agac US 

H 

託inde/ ki lit li san dlk. } 

H H 
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19. Bize bir misafir geldi. 

Ye~il feraceli， kmmzI entarili， sIyah d註きmeli.

k紅 puz

Biz-e bir misafir gel-di. 

私たち"与 l 来客 来る叩完了

うちにお客がやってきた

Ye~il ferace-li， klrmlz1 entari-li， siyah dugme-li. 

縁 コートー有赤 ドレス時有黒 ボタン“有

緑のコート 赤いドレス 黒いボタン

k訂puz すいか

350 700 1050 1400 1150 ZIOO 2450 noo 3160 ~50e Si50 4100 4650 4500 ，t，O ぬt:GC)

c蜘ヤ肘骨骨州制吋蜘
400 
H2 

1草色

“、
ア¥!内¥『ぷ〆へ、

'''-~ -¥V  

l叫 一 一一一一4

{Bize bir misafir geldi.} {Ye~il fera celi，lllmmlzl en tari li，l/si)叶1dugmeli.} 

H H R 日 R H R H 

25 
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20. Hamm icerde， 

sa号1dl号arda.

mlslr 

Hamm 号er-de，

婦人 中ーイ立

ご婦人が中に

sa十 dl号ar-da.

髪"限定外m位

髪の毛は外に

mls1r とうもろこし

160 300 460 800 750 900 1050 1200 1350 1500 1850 1900 (踊sec)
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cer de，l sa Cl dl 号訂

H H 

da.} 
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21. Ah ne idim ne idim， sahralarda bey idim. 

Felek beni ne yaptl， beli bagh kul yaph. 

supurge 

Ah ne idi-m ne idi-m， sahra-Iar-da bey idi-m. 

27 

ああ侭 完了-1単何完了時l単砂漠"複m位 紳士完了-1単

ああ、一体私はなんだったんだ。砂漠では紳士扱いだ、ったのに

Felek berト ne yap-h， beI-i baきh kul yap-tl. 

運命私m対何する m 完了腰h 対縛られた奴隷する“完了

運命は私に何をしたんだ。腰を縛られた奴隷にされた。

supUfge ほうき

{鎗&0.0)

:ii与一....1AiO._"占比一一 "....... .L山ムー.1--r. .，..，..-."....，... r，. ... "'，.噂亨肝..........

f 

w¥〈掛，....:....-.，..¥“

{Ah ne idim ne idim/Isahralarda bey idim.} {Felek beni ne yapu/I beli ba品hkul y呂pt!.}

HH  HR  H H  R H HHRHHH  

8 トノレコには干し草で作られた帯がある。よって、草が砂漠で貴重な存在であることから答

えが導き出せると解釈した。
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22. Ben giderim 0 gider. 

Yammda tin tin eder. 

golge 

Ben gid-erωim 0 gid-er. 

私 行く国現在-1単彼行く“現在

私が行くと彼も行く

Yan-lm-da tin tin ed-er. 

強IJ-l単所四位 そーっと するー現在

そばで、そーっとついてくる

golge 影

200 400 600 600 1000 1200 1400 ISOO 1800 2000 2200 2400 2S00 

0;凶幽幽血a副...........‘，，.勉ι 一目 品凶...- ..... 晶 単幽幽也“ _..""邑~ は 畠融 .. - 晶 む}

!司'同F 古事，曙....~. ， 噌曹"咽..- 曹同町-，.，. 一・叩.- r"-

付...九 A

円'九件、 円相 、‘町村 由例目、刷 、“ι 叫
ソ司令.................村 守、旬。:... ..--"iT.ι 、h

・ "・喝
一-・" 令令。喝、

{Ben giderim 0 gi der.// Yamm da 

H H R H 

tin tin eder.} 

日

{胞sec)
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o oda-nm 十i-nde，

それ 部屋巴属 中m平F娘畏定

それは部屋の中に

oda onun ic-i-nde. 

部屋その 中-限定時位

部屋はそれの中に

ayna 鏡
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24. Uzun uzun akalar， 

ak s品位lhbabalar， 

gelir gider duramaz， 

gece gunduz cabalar. 

Uzun uzun ak-ala-r 

dalga 

長い長い流れるー反復-現在

寄せては返す長い流れ

ak sakal-h baba-lar， 

白 あごひげm 有父ー複

白いおひげの親父たち9

geトir gid-er duトamaz，

来る"現在行くー現在止まる-不可能

行ったり来たりたゆまなく

gece gund註Z 伊bala-r.

夜 昼 努力する-現在

昼夜を関わずっとめてる

dalga 波

ムムi岨 ll...!.6....l山一峰山叫，1...a......ilIl.... 

:r""" ."，判

I ，." 

&0 レ下ー も

180ド ヘJ ヘノ 、'¥... ~: 

J、
... 降、、 .ω.

ヘ国..~砂川 ¥.r ... 
働、山

100 

{UZlln llZlln a kalar，// ak sakalh babalar，} {gelir gider dllramaz，ll g巴cegunduz cabalar.} 

日 R狂 H R H R H H 

世 babaには「父j の他に「球状のものj という語義がある。この句は babaが掛詞であるこ

とによって「白いおひげの親父たちj から「波頭j を推測できると解釈して翻訳した。
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4 考察

4.1 韻律節の霞定

域生(200けでは10、形態音韻論的な単位であるアクセント節が相対的に小

さい単位であり、複数のアクセント節を束ねるブロソディックなまとまり

を韻律節としている。本研究における大中/トといった 3段階の区分との対

応は以下のとおりである。

(5)本研究と城生(2001)の用語との対応

大韻律節 中韻律節 小韻樟節

韻律節 アクセント節

本研究ではイントネーションを基本としているので、アクセント節につ

いては扱っていないが、対応関係は小韻律節孟アクセント節となる。域生

(2001)の韻律節は本研究での中韻律節に概ね対応する。韻律節ば設定当初

から1.2節に示したように匂音調から節におけるイントネーションにまで

分散されることを示唆している。本研究で精査した結果、 トルコ諾のなぞ

なぞにおける適用においては、大韻律節三三韻律節孟/ト韻律節といったよう

に幅がみられた。以下、具体的に対応関係をみていくことにする 1I

2， 3， 5， 7， 8， 12， 13， 14については、中韻律節と韻律節が一致している。

1，16，17は中韻律節内に小韻律節を画定しているが、中韻捧節と韻樟節は一

致している。これら 11例については、同研究で画定が一致したものになっ

ているといえる。

次に、韻律節が小韻律節と一致している例を示す。 15，18，20が該当する。

これらはイントネーションパタンが文末上昇誠になっていなかったため、

本研究で、は小韻律節として扱った。これらの例では、大韻律節の中に中韻

10城生(1998)のデータ記述は素描に近いものであり、城生(2001)で修正されているので、以

降データの分析結果については域生(2001)をもとに検証する。

11 ただし、域生(2001)では 1------20までしか示されていないので、両研究の対応関係はその範

囲内のみで示すことにする。
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律節を画定していないので、実質的に小韻律節が韻律節に一致している 12

よって、これら 3例も画定が一致しているといって差し支えない。

最後に、大韻律節の設定によって画定が異なる例を示す。 4，9は韻律節

が4っと捉えているが、ポーズをふまえると大韻律節 2つの中に中韻律節

があると捉えることができる。

(6) 4における画定の違い13

I3iz bizidik bizidik， 

otuz iki kIz idik. 

Ezildik buzuld註k，

iki duvara dizildik. 

城生(2001)14

i 1 i i i 1 i i i 11 

o u i i 11 i i 11 

e i i 1 u u u 11 

i i 1 u a a 1 i i i 11 

本研究
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(7) 9における画定の違い

じfaClkmermer 拍手1，

icinde beyler 符1.

Pi与irirsena手olur，

pi~irmezsen ku与olur.

城生(2001)

ualleeall1 

i i e 1 e e a 111 

iiielaoull 

iieeluoull 

本研究

{ual eeaI!/ 

lle eeal} 

{iiie aou// 

iiee uou} 

12 この問題は音調パタンを音響音声学的に捉えて基準を統ーした結果、生じた問題である

と考えられる。大韻律節の中に匂末上昇調しかない場合には、中韻律節とみなすとしづ設定

基準が考えられるが、それは認知密からの証拠が必要となるため、今後の諜題としたい。

13 再研究の対照については、域生(2001)で示された母音のみの表記にあわせる。

14 アクセント節制、韻律節を11で示す。
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6はアクセント節が中韻律節、韻律節が大韻律節になっている 15 10はア

クセント節 2つで中韻律節、韻律節が大韻律節になっている。

(8) 6における画定の違い

On ay yatar iki ay kalkar， 

feneri yakar etrafa b討<ar.

域生(2001)

oaaaliiaaall 

e e i a a 1 e a a a a 11 

。)10における画定の違い

Baldan tath， baltadan aglr. 

Elde tutulmaz， carslda satIlmaz. 

Mendile konulmaz， tadma doyulm泣 .

本研究

{o a a a 11 i i a a a } 

{eei aalleaa aa} 

域生(2001) 本研究

aalallaaalall1 {aa alllaaa al} 

e e I u u a 1 a 1 a 1 a 1 a 11 {e e u u a 11 a 1 a a 1 a } 

eieloualalalouall {eie ouallala oua} 

11は韻律節が大韻律節に対応し、2つ自の大韻律節の中に中韻律節がある。

(10) 11における画定の違い

Bir klZlm var. 

Gelen oper giden oper. 

城生(2001)

i 111 I a 11 

eeloelieloell 

本研究

{i 1 1 a} 

{e e o e 11 i e o e } 

15 6のアクセント節を( )で示すと以下のようになる。 (Onay) (yatar) (iki ay) (kalkar) (たneri)

(yakar) (etrafa) (bakar)。なお、 (Onay)と(ikiay)は福盛(2011)で示した複合語アクセントに傾ずる

「シンタグマJによる統合機能が働いた単位となっている。
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19は lつめの韻律節が大韻律節に対応して、 2つの大韻律節としづ構造に

なる。他の韻律節は中韻律節に対応する。

(11)19における画定の違い

Bize bir misafir geldi. 

Ye~il feraceli， klrm1z1 entarili， siyah d註きmeli.

域生(2001) 本研究

i e 1 i i a i 1 e i 11 

e i 1 e a e i 11 

1111 e a i i 11 

i a 1 ue i 11 

{ie llai ei} 

{ei eaeil/ 

111 eaii// 

i a 註ei } 

以上、具体的に対応関係をみてきたが、城生(2001)で示された韻律節は、

大中小のいずれかに対応しており、質の違いはあれども境界の画定そのも

のに大きな問題があったわけではない。ただし、中韻律節に対応する境界

を一部見落としており、その問題点は本研究で韻律節をイントネーション

パタンから精査することで解消された。

4.2 イントネーションによる定型パタン

本線査で、扱ったなぞなぞの一部において、イントネーションが一定のパ

タンをなしているものがあったので、その構造を列記する。表記について

は、高音調および匂末上昇調の音節は H、文末上昇調の音節は R、その他

の音節は σで示す16。アクセント単位に対してスペースを挿入し、韻律節

の表記は 3節(4)で示したとおりである。

(12)大韻律節ごとに定型パタンがある例

10. {σ日σRJ/σσH∞}{σH∞RJ/σσHσσσ}{σσEσσRノ/σσ日σσσ}

16 音節数の違いは考慮せず、アクセント単位および(大中小)韻律節における特徴的音識の位

置を基準にパタンを析出した。
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24. {σHσσσσRJ/ H crσ日σσR}{σ日σσσσRJIσHσ日σσσ}17 

(13a)中韻律節ごとに定型ノミタンがある例

1. {σσ託σ日/註σゐ1/σ日σ日JHcrσ}

8. {HσRJ/σHσσ} 

13. {σσσHH σRJ/σσσHHσσ} 

17. {σHσσ/ H crRJ/σHσ/σ註σσ}

(13a')小韻律節ごとに定型ノミタンがある例

18. {σ日σσH/σσHσσ}

20. {σ日σσ泊/σ日σσσ}

(13b)それぞれの大韻律節内で中韻律節ごとに定型パタンがある例

6. {日σσRJ/σ日σσH}{σσ日σRJ/crcrHσσ} 

(13c)前半の大韻律節内のみ中韻律節ごとに定型ノミタンがある伊j

4. {五/σσσHσRJ/註σσσ日σR}{σσHcrσ孔1/σHcrcrHσσσ}18 

(13d)後半の大韻律節内のみ中韻律節ごとに定型ノミタンがある伊j

11. {H crσR}{σH crRJ/σ日σσ}

19. {σHcrσ註σσR}{σ日σσσRJ/σσσ日σσRJ/σ日σσσ}

21. {H Hσσ日σRJ/σσσHH crR}{σ日σHH crRJ/σ日σHHσσ} 
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本稿でとりあげた 24例中、韻律節において定型パタンを有する例は 13

例で、あった。この結果をもってトルコ語のなぞなぞの過半数が先述の特徴

を有しているとは断言できないが、なぞなぞの中にはイントネーションに

17 uzun uzunのような形容詞を繰り返した強調形や、 gelirgiderのように 2語で匂をなす構造

では、福盛(2011)で述べた「シンタグマj による統合機能が働くので、 2語で lつのアクセン

ト単位をなす。

18 otuz ikiは複合語アクセント規則による統合機能が働くので、 2語で lつのアクセント単

位をなす。
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よる韻文的特徴を有するものがあるとはいえる。その特徴について一考し

たい。

トルコにはさまざまな詩の形式がある。その中に、 11世紀のベルシア(イ

ラン)固有の詩形であるノレバーイー(ruba'i)と呼ばれる 4行詩19や、 14世紀

のトノレコ富有の詩形とされる KadiAhmet Burhaneddinによる各行 11音節で

構成される 4行詩がある。

ノレバーイーが 4行詩と訳されているが 4つの半匂からなる 2行詩であ

り、 2つの半匂で iつの対句をなしている。また、押韻は第 l、2、4句が

脚韻をなす20 4つの半句で 2つの対句としづ構造は、本稿で示した大韻律

節 2つ、大韻律節内で中韻律節が 2つとしづ構造に類似している。該当す

るなぞなぞは 4，6ラ 9，21，24の5つである。どのような経緯で4行詩の詩形

の影響を受けたかは不明ではあるが、なぞなぞの形式にも部分的に影響を

及ぼしている。

本研究の分析では、音節数や押韻を考慮せずにイントネーションやポー

ズから特徴を分析しただけであるが、詩における半匂が中韻律節に相当す

ることが確認できた。文学的考察は本研究の性質上割愛するが、定型パタ

ンが一部のなぞなぞにみられるということは 口承文芸としてのなぞなぞ

に韻文の特徴が反映していることが確認できたということになる。

また、詩のような定型パタンでなくとも、文末上昇調や自然下降調によ

って韻律節の境界を画定できることは、広義の韻文的特徴を具現化してい

るといえる。先述した例では、例外アクセントを含むなぞなぞでは高音調

の位置にずれが生じるため、定型パタンが成立しにくい。よって、そうい

った例は 4.2節では列記されていなし ¥0 しかし、列記されなかった例にお

いても韻律節末尾の特徴は一貫しているので、境界が画定できる。

音節数や押韻といった音綴、表記上から分かることだけでなく、その他

のプロソディックな特徴から韻文の特徴を析出できることによって、韻文

の更なる音声分析が進むことが期待できる。また、分析が進んでし 1くにあ

たって、韻律節が大中小の 3種だけでなく、新たな分類ができるかもしれ

ないが、それは今後の課題としたい。

19 詩人 OmarKhayyamで有名なノレバイヤート(ruba電 iyat)は、ノレバーイーの複数形である。

20 基本は aabaタイプであるが、第 3句が脚韻をふむ場合もある。
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5 結語

本稿での分析を要約すると以下の通りである。

-域生(1998，2001)で提唱された韻律節は、イントネーションおよびポーズ

といった特徴から再解析したところ、一定の特徴があることが確認でき

た。

・トルコ語のなぞなぞ分析では、韻律節を大中小の 3種に底分することが

有効で、あった。

-器、律節末尾における文末上昇識といった急上昇調と自然下降調が韻樟節

を画定する際の主要な特徴となる。

本研究では、韻律節の境界画定に関わる主たる音声学的特徴が特定のイ

ントネーションとその後に付槌するポーズであることを確認した。城生

(1998， 2001)では、韻律箭内および韻律節簡における母音調和の配チIJや音節

数に関する考察が行われている。音節数や押韻といった詩:における韻文的

特徴、構越(2008)で提唱された韻律フレームに基づく等特性の検証は改め

て5:)IJ稿で考察することにしたい。
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The phonetic analysis of Turkish riddles 

Takahiro FUKUMORI 

This paper describes phonetic feaぬresof Turkish riddles. This phonetic anal-

ysis has used the creterion of 'inritsusetsu (the prosodic phrase)' which is pro-

posed by Joo (1998， 2001). The results are as follows: 

(1) The prosodic phrase is divided into large， middle， and small ones. 

(2) The end of large prosodic phrase has a rising tone at the sentence ending or a 

falling tone caused by declination plus a pause. The end of middle prosodic 

phrase has a rising tone at the sentence ending or a falling tone caused by declinaω 

tion. The end of smaIl prosodic phrase has a rising tone at the clause ending. 

Turkish riddles are divided into the prosodic phrases. It is effective that we 

analyze Turkish riddles， using the prosodic phrase. 
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